FOAM　資材登録・測定・ID番号発行依頼書CC-1　（一般）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受領日：　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 RCJ受付番号：
	ご依頼者
	フリガナ

会社名　*1
	
	登録

№　　*2
	

	
	所属
	

	
	フリガナ

担当者
	　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	ESDC-ID/

E-MAIL*3
	

	
	フリガナ
住所
	（〒　　　　　　　　）



	
	℡
	内線　（　　　　　　）
	FAX
	

	サンプル
	ご依頼日　　　　
	　　年　　月　　日　（受領日：　　年　　月　　日）

	
	ご希望納期
	　　年　　月　　日　至急
	年　　月　　日

	
	試料返却
	要・不要
	ID  ：

	
	容器返却
	要・不要
	型式：

	
	文書返却
	要・不要
	型番：

	測定名



	グループ

登録G†1
	G(A)
	□　　（要因：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	G(B)
	□　　（色：□　模様：□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

	測定規格IEC 　
	№
	規定値
	制定年度
	測定条件
	寿命試験
	耐久試験

	
	
	
	
	受領時
	要

不要
	

	
	
	
	
	前処理
	
	

	IEC以外
	№
	規定値
	制定年度
	測定条件
	寿命試験
	

	
	
	
	
	受領時
	要

不要
	

	
	
	
	
	前処理
	
	

	測定方法
	

	測定装置
	

	評価方法
	

	測定条件
	

	前処理
	

	既存測定
	有・無　　　　　データ提出　　有・無　　　カタログ値　　有・無

	試料名
	

	数量
	

	試料取扱い上の注意点
　吸湿性　温度依存性　発塵　　電気的発熱　方向性　安定性

	測定依頼

　*4
	依頼先
	

	
	依頼日
	　　年　　月　　日

	受付日
	

	受付番号
	

	測定日
	

	測定場所
	

	測定者
	

	写真
	

	資材ID番号発行・RPL登録依頼　*5
	要・不要　（依頼日：　　年　　月　　日）


依頼者→RCJ→依頼者→測定試験施設→依頼者→TIIS
FOAM　資材登録・測定・ID番号発行依頼書CC-2　　（一般）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受領日：　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 RCJ受付番号：
	1.カタログ値（静電気特性以外の物性評価）

	測定規格IEC・ISO　
	№
	規定値
	制定年度
	測定方法

	
	
	
	
	

	IEC・ISO以外
	№
	規定値
	
	

	
	
	
	
	

	試験評価概要*6

	2-1.物質情報*7

	

	2-2.製造概要（*8）

	

	2-3.製造実績（*9）

	実績値集計期間　　　　　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

	規格
	単位
	n　
	最大値
	最小値
	平均値
	

	
	
	
	
	
	
	

	3.サンプリング

	場所
	

	方法
	

	保存
	（有・無）　量（　　　　　）　　　期間（　　　　　　　　　）

	4.危険性、安全性に関する情報（MSDS）（*10）

	

	５.禁止物質・全廃物質（*11）

	


ＦＯＡＭ１

· 太字内、グレートーン部分は、測定者が記入します。記入しないでください。
· 1：報告書・請求書の宛名になります。省略せずにお書き下さい。
· 2：企業登録済みの方は、コード番号を記入してください。

· 3：依頼者のESDC-IDと、依頼者のE-MAILアドレスが異なる場合には、ここに、記述してください。記述の無い場合には、問い合わせ等、お受けできない場合があります。

＊ 4：希望する測定試験施設名を記入してください。測定依頼を行う前に、希望する測定試験施設で登録対象品が測定可能であるか、確認して下さい。
＊ 5：資材ID番号発行・RPL登録依頼は、測定結果をご確認の上、ご依頼下さい。
＊　サンプルは、登録依頼者による３年間の保管義務がありますので、全て返却されます。
＊　測定は、基本的には、受領時のサンプルを各標準類に規定された環境条件で、行うものです。それ以外の環境条件や物理条件で、測定を希望する場合には、測定規格欄の測定条件、寿命試験、耐久試験の欄に記入して下さい。測定したデータについては、特に、問題がないと、物品推奨委員会で判断された場合には、RPLの欄外に記述することができます。ただし、追加料金の発生する場合も、あるので、協会に確認してください。
＊　提出サンプルは、特に規定が無い場合には（UOS）、N:5とします。それ以下の提出では、原則として、測定を行いません。

＊　寿命試験、耐久性試験は、測定試験施設によっては、お受けできない場合があります。ご確認下さい。また、放置試験条件、物理的ショックなど、詳細については、各測定試験施設にお尋ねください。
＊　更新時、３年分は、RPLに表示されますが、前年保管サンプルとの比較データは、掲載されません。必要な場合には、更新時、各測定試験施設に前年保管サンプルを同時に送付してください。

＊　更新時に、測定試験施設を変更する場合には、この用紙は、使用できません。協会に、お問い合わせ下さい。
支払先（請求先）が、依頼者や登録企業と異なる場合には、この用紙を使用しないで下さい。

ＦＯＡＭ２

· このフォームは、ＱＰＬへリンクすることを前提としたものです。公開を希望しない場合には、ＦＯＡＭ１の既存測定で、全て、無しと記述してください。

· 一部公開できない場合には、記述できる範囲でお書きください。書式は、そなまま、ＱＰＬにリンクされます。

· 一度、登録すると、次回、登録時（翌年度）まで、変更ができません。

· 6：カタログ記載の試験成績表について

　　　評価表を公開しているかどうか→サイトへ

　　　管理図等について
· 7：CAS.№、JISなど

· 8：工場名、所在地、製造能力、在庫など、
· 9：年間の製造量、あるいは、期間製造量、品質管理上での実績値、静電気特性については、必ず記述してください。詳細記述が必要な場合には（例えば、ロット検査など）、適時、記述して下さい。
· 10：関連法規の記載については、企業サイト情報

· 11：規制対象化学物質名の記載については、企業サイト情報
†1：グループ登録G
1：静電気管理の性能に関係する要因が同一のもの。測定名欄（A）□にチェックし、要因を具体的に記入すること（例：導電カーボン繊維（製品名、型番など）による）
2：同一資材を使用して、作成した資料で、静電気管理特性に影響を与えないと考えられる色の差などで、複数登録を行う場合には、型番を代表する資料をその型番の代表として登録し、他の同一型番の測定については、代表値のみで、確認を行うこともできる。その場合には、測定名欄の（B）にチェックし、要因にチェックあるいは、記入すること。
3：形状、デザインなど、成型方法、縫製方法、切断方法、合成方法などの静電気特性に影響を与える可能性のあるものについては、グループ登録はできない。

4：検査後、グループ登録に適さないと、R.E.T.の測定委員会が、判断した場合には、登録を改めて行うこと。詳細は、RCJへ問い合わせること。
支払先（請求先）が、依頼者や登録企業と異なる場合には、この用紙を使用しないで下さい。
